
シラバスの基本方針

シラバスとは

シラバスの記載項目

シラバスは大きく科目基本情報と科目詳細情報に分かれており、記入する項目は以下の通りです。

■科目基本情報

科目名 教育課程に位置づけられた科目名

科目コード 科目ごとに一意となるコード

授業時数/週 週当たりの授業時数（コマ数）

年次・学期 授業を実施する学年及び学期

必修/選択区分 必修・選択必修・自由選択の区分

授業形態 主たる授業実施形態（講義・演習・実習・実技の別）

担当教員 授業を担当する全教員名

教員の実務経験 実務経験のある教員等による授業科目に該当するか否かの区分

職業実践専門課程 職業実践専門課程における企業等と連携した実習・演習に該当するか否かの区分

連携企業等 前項に該当する場合の連携先企業等

備考 科目基本情報に関する備考

■科目詳細情報

授業概要 授業科目の概要

到達目標 学修成果として目指す目標

授業方法 授業の実施方法

実践的教育の内容 実務経験のある教員等による授業科目に該当する場合の具体的教育内容

成績評価方法 成績評価の実施方法と評価内訳

授業外における学修 授業時間以外の学修指示

教科書・教材 授業で使用する教科書・教材

参考文献・資料 参考文献や参考資料

履修上の留意点 履修に当たっての留意事項

授業計画 半期(前期・後期)または通期の週ごとの授業内容

シラバス作成ガイドライン
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神戸電子専門学校

各授業科目の詳細な授業計画。一般に、大学の授業名、担当教員名、講義目的、各回ごとの授業内

容、成績評価方法・基準、準備学習等についての具体的な指示、教科書・参考文献、履修条件等が記

されており、学生が各授業科目の準備学習等を進めるための基本となるもの。また、学生が講義の履

修を決める際の資料になるとともに、教員相互の授業内容の調整、学生による授業評価等にも使われ

る。

（出典：中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて」（答申）2008年12月）



各項目の記入方法

各項目については以下の記入方法に従って、学生の目線に立って分かり易く記入してください。

■科目基本情報

科目名

科目コード

授業時数/週

年次・学期

必修/選択区分

授業形態

担当教員

教員の実務経験

職業実践専門課程

連携企業等

備考

授業を実施する学科が職業実践専門課程として認定されていて、かつ開講年度において当該科目が

企業等と連携した実習・演習科目として位置付けられている場合、ドロップダウンリストから「企

業等と連携した実習・演習科目」を選択してください。該当しない場合は空欄としてください。

連携する企業等の名称（職業実践専門課程の別紙様式４記載の企業等の名称）を記入してくださ

い。該当科目以外は空欄としてください。

科目基本情報に関する注記があれば記入してください。ない場合は空欄としてください。

当該授業科目に関連する実務経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実践的授業を行う場合、

ドロップダウンリストから「実務経験のある教員による授業科目」を選択してください。該当しな

い場合は空欄としてください。

※実務経験のある教員による授業科目について

以下のいずれかに該当するものを「実務経験のある教員による授業科目」とします。

・担当教員すべてが当該授業科目に関連する実務経験を持ち、その実務経験を活かして実践的授業

を実施する場合

・実務経験を持つ担当教員とそれ以外の教員が連携し、実務経験から得た知見を共有して実践的授

業を設計し、すべての学生に対して等しく実践的授業を実施する場合

・開講年度において、次項、職業実践専門課程における「企業等と連携した実習・演習科目」とし

て位置付けられており、企業等の役職員が直接授業を担当している場合

教育課程（学則別表１）に規定されている登録済みの科目名を記入してください。

記入不要です

一週間あたりの授業時数（コマ数）を半角数字で記入してください。

授業を実施する学年を半角数字で入力、学期（前期・後期・通期）をドロップダウンリストから選

択し「表示」ボタンをクリックしてください。（授業計画欄が学期に応じた表示になります。）

必修・選択必修・自由選択のいずれかをドロップダウンリストから選択してください。

主たる授業実施形態をドロップダウンリストから選択してください。

授業を担当する教員名全員(専任・常勤・非常勤)をフルネームで記入してください。(複数の場合

は間を全角カンマ”，”で区切ってください。）

連携する企業等の役職員で、直接授業を担当しない関係者は除きます。



■科目詳細情報

授業概要

到達目標

授業方法

実践的教育の内容

評価方法

授業外における学修

教科書・教材

参考文献・資料

履修上の留意点

授業計画

授業計画の授業週数は、半期(前期及び後期)17週、通期(年間)34週となっていますので、各週の

授業計画について２行で記入してください。

１行目は各週の授業テーマを簡潔に、２行目はその内容を40文字以内で記入してください。

同一テーマの授業が複数週連続して実施される場合は、テーマの末尾に・・・(1)、・・・(2)のよ

うに番号を付記し、２行目の内容はその週に扱うキーワード等を用いて違いが分かるように記入し

てください。

履修に当たっての留意点があれば記入してください。特になければ「特になし」と記入してくださ

い。

授業の概要について記入してください。学生便覧及び職業実践専門課程の別紙様式４（認定学科の

場合）と同一の内容にしてください。

＜全角80～120文字程度（句読点含む、英数字は半角）＞

当該授業科目の到達目標を、履修することによる学修成果として「何が出来るようになるか」の視

点で到達目標を記入してください。当該授業科目のディプロマポリシーとして、履修認定に係るも

のです。分かり易く箇条書きで一つ以上記入してください。

＜全角80～120文字程度（句読点含む、英数字は半角）＞

講義、視聴、見学、実習、演習、発表、グループ学習、反転授業、アクティブラーニング、フィー

ルドワーク、レポート、その他の方法をどのように組み合わせて授業を展開するかについて記入し

てください。

＜全角30～80文字程度（句読点含む、英数字は半角）＞

科目基本情報で「実務経験のある教員等による授業科目」とした科目について、当該授業科目に関

連したどのような実務経験を持つ教員が、その実務経験を活かしてどのような実践的教育を行って

いるか、あるいは企業等とどのように連携して実践的教育を行っているかについて具体的にその内

容を記入してください。「実務経験のある教員等による授業科目」に該当しない場合は空欄として

ください。＜全角80～120文字程度（句読点含む、英数字は半角）＞

評価方法（筆記試験・実技試験・課題評価など）と配点割合（合計100%となること）について記

入してください。筆記試験以外の評価方法については、評価の客観的な指標についても具体的に分

かり易く記入してください。

＜全角30～80文字程度（句読点含む、英数字は半角）＞

予習・復習、その他授業時間以外の自己学修についての指示があれば記入してください。特にない

場合は「特になし」としてください。

＜全角30～80文字程度（句読点含む、英数字は半角）＞

授業で使用する教科書・教材等について記入してください。使用しない場合は「なし」と記入して

ください。

授業の参考文献や参考資料があれば記入してください。特になければ「特になし」と記入してくだ

さい。



シラバス記入例

■科目基本情報

科目名 科目コード 1234

シラバスコード

授業時数/週

開講年次・学期

必修/選択区分

担当教員

教員の実務経験

職業実践専門課程 連携企業等

備考

■科目詳細情報

授業概要

到達目標

授業方法

実践的教育の内容

評価方法

授業外における学修

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

第17週

教科書・教材

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

「いちばんやさしいPythonの教本」インプレス：ISBN9784295002086
「新・明解Java入門」SBクリエイティブ：ISBN9784797387605、「Java課題問題集」神戸電子専門学校
「例題30＋演習問題70でしっかり学ぶ HTML5＋CSS標準テキスト」スタジオ イー・スペース：ISBN9784774181462
「確かな力が身につくJacaScript「超」入門」SBクリエイティブ：ISBN9784797383584

条件判断
JavaまたはJavaScriptの条件判断について学ぶ

繰り返し
JavaまたはJavaScriptの繰り返しについて学ぶ

配列
JavaまたはJavaScriptでの複数のデータの扱いについて学ぶ

グループ課題制作(1)
後期「制作実習」に向けて、グループで何を制作するか討議・発表準備を行う

グループ課題制作(2)
後期「制作実習」に向けて、グループで何を制作するか発表する

課題作成
JavaまたはJavaScriptの提出課題作成を行う

文法事項を講義で確認した後、例題の確認、課題のプログラミングを行う

IT企業においてプログラマの経験を持つ教員が、実務におけるシステム開発経験を活かし、経験のあ
るプログラマーでも間違えやすい箇所など、学生が注意すべき点を伝えることにより、より良いプロ
グラム開発が行えるようにする

定期試験(筆記試験)50%、提出課題(50%)で評価を行う。提出課題に関しては、指定された仕様に基づ
いた動作を行うかで評価する

特になし

Pythonの関数
関数の作成方法と変数のスコープ、パッケージの利用方法についてに関して学ぶ

授業計画

Pythonの実行環境構築
Pythonを入手・インストールし、プログラムを実行できるようにする

Pythonでの入出力・演算子
入出力、演算子と有線獣医に関して学び、関連する課題を作成する

Pythonの組み込みデータ型と文字列
list,tuple,range,set,dict,strの操作方法を学び、関連する課題を作成する

Pythonの条件判断
if構文に関して学び、関連する課題を作成する

Pythonの繰り返し
while,for構文に関して学び、関連する課題を作成する

演算子
JavaまたはJavaScriptの演算子について学び、データの加工を行う

Pythonの課題作成
Pythonで与えられた提出課題の作成を行う

実習環境構築
JavaまたはJavaScriptの実習環境を構築する

言語の特徴
JavaまたはJavaScriptの言語の特徴を学ぶ

入出力
JavaまたはJavaScriptのコンソールを使ったデータの入出力方法について学ぶ

Pythonの基本的な文法を理解し、基本的なプログラムが作成できるようになる。JavaまたはJavaScriptを用いた基
本的なプログラムが作成できる。Javaでは、オブジェクト指向を意識したプログラムが作成できる。

プログラミングⅡ

191B0X-1234

5 時間

2年次・前期

必修

神戸太郎

実務経験のある教員による授業科目

選択科目の選択により、後半学習するプログラム言語が異なる

Ptyhon言語の基本となる入出力、演算子、データ構造（リスト等）、制御構造、関数を学び、課題を
通してPythonを用いた基本的なプログラムを作成できるようにする。その後、選択科目に合わせて、
各学生に必要となる言語も学習する

tanaka
スタンプ


